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１．開催日時 

2021 年 6 月 1 日～6月 5日 

 

２．開催場所 

オンラインによるバーチャル会議 

 
３．会議概要 
THERMEC'は，材料の特性と成形など，材料に関係する幅

広いエリアの研究者が参加する伝統ある会議である．これ

までの開催地は，日本（1988），オーストラリア（1997），

米国（2000），スペイン（2003），カナダ（2003），ドイツ

（2009），カナダ（2011），米国（2013），オーストリア（2016），

フランス（2018），である．基本的には，3 年に 1 度の開

催となっており, THERMEC'2020 がもともとは，オースト

リア（ウィーン）での開催予定（2020 年 5 月 31 日～６月

5日）であった． 

 しかしながら，日本国内においては 2020 年の 2 月から

感染が広まってきたコロナウィルスによる感染拡大によ

りこの会議自体が 1 年延期となり，最終的には

THERMEC'2021 としてリモートによるバーチャル会議とな

った（図 1）． 

 会議自体がリモート会議に変わったこともあり，通常で

あれば会議の席上で日本以外の国から来た研究者と直接

質疑応答することで，研究の内容に関して有用な情報を得

ることができるのであるが，リモート会議でそれができる

のかどうか不安なところであった．会議は事前に発表用の

ポスターと発表用の音声を事前にアップロードし，それら

のファイルをプログラムすることで開催された．それでも

5 日間の全体の発表件数は約 1000 件であり，この会議の

重要性が改めて認識された． 

 

４．マグネシウム合金に関する研究 
 マグネシウム合金に関する研究発表はいまだに多い．5

日間の会議中に，Magnesium のキーワードで検索される発

表件数はポスターも入れると 150 を超えている．発表の

内容は，マグネシウム合金の超塑性，レーザー加工による

応用や表面処理，合金組成による材料の特性や変形機構に

関する研究が多い．塑性加工がメインである我々のように

マグネシウム合金に関するプロセスの研究はそれほど多

くはない印象であった．東京電機大としての発表は，博士

課程の学生２名によるポスターの発表（Direct Cladding 

Process of Magnesium and Aluminum alloys by using a 

horizontal twin roll caster1 ）  by G. Y. Feng, Hot 

forging of roll cast magnesium alloy with high aluminum 

content Mg alloy by Hotaka Tozuka）および，とオーラ

ルによる Mg 合金の応力ひずみ線図における引張圧縮の非

対称性に関する発表(Effect of Tension  compression 

Asymmetry on Cold Roll Forming of Wrought Magnesium 

Alloy Sheets)であった．（図 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 Thermec’2021 オンライン会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 Thermec’2021 オンライン会議での発表 

 

 



５．with コロナ時代の国際会議のあり方 

新型コロナウイルス（COVID-19）の最中での会議とな

った．オンライン学会システムの経験の機会となった．オ

ンライン会議の課題は本来活発であるはずの討論の形を

どのように工夫していくかということになると思われる

が，今後も会議に参加しながら何らかの答えを見つけてい

きたいと考えている． 
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